


























































実習期間 2016年 10月〜2017年 2月 
担当クラス 集中日本語コース A 初・中級 
学習者情報 受講者数：2名 
日本語学習歴：国で 2ヶ月間程度 
授業目標 SFJ Vol.1〜3の学習内容を理解し、さらに実際に使えるようになる。 










 実習期間で全 3回指導した。担当内容は以下の通りである。 
 
 第 1回（11月 08日） 第 2回（11月 14日） 第 3回（11月 21日） 
実習時間 20分 20分 25分 
担当内容 SFJ L9 SD⑨ p.10-11 原
因「ので」 
SFJ L10 SD③ 
p.32 代名詞「の」 
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３.３ 確認問題の作成 
 

































































表 2 教壇実習の概要 
実習日時 2016年 11月 20日 
































































担当クラス 補講日本語 5話す-1B 
担当教員 ブッシュネル・ケード 
実習期間 2016/10/05－2016/12/21 計 10回（１回 75分） 





























































担当教員 加納千恵子 先生 
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３. 実習の内容 
表２ 実習の内容 

















































教科書 『大学・大学院 留学生の日本語 ④論文作成編』アカデミック・ジャパニーズ研
究会編、アルク、2002年 








































































実習授業 補講漢字 4-2B 
実習期間 平成 28年 10月 5日～12月 21日（全 10回） 
教材 『Basic Kanji Book vol.2』36課～45課 

























































補講日本語 1ベーシック Bにおける実習報告（帖佐） 
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表 1 担当クラスの概要 
授業名 補講日本語 1ベーシック B 
指導教員 関崎博紀 吉田麻子 
開講期間 
及び授業時間 













授業評価 出席 40% 期末テスト 60% 
  
３. 教壇実習の概要 
表 2 教壇実習概要 
 1回目 2回目 






 教壇実習は 2回行った。その概要は表 2の通りである。学習者の状況を考慮し、いずれの授業でも目
標は、学習する文法の使い方を学び、日常生活において使えるようになること、とした。例えば、カタ
補講日本語 1ベーシック Bにおける実習報告（帖佐） 
 












































 2016 年度、秋学期から実習のため、日本語教育実践研究 I（補講日本語 1）の授業に参加した。授業
後には、授業で感じたこと、気づいたこと、および反省点を記述した。それに基づいて改善法を考え、
次回の授業に生かし、同じような間違いをしないよう工夫した。授業の概要を表 1 に示す。 
 
表 1 補講日本語 1 の授業概要 
担当教員 今井新悟先生 
実施クラス 補講日本語 1-1B（木曜日・1 時限目） 
授業期間 2016 年 10 月～2016 年 12 月 計 10 回 





学習者 30 人程度 
 
３. 実習内容 




分）を担当した。最後に担当した一コマ文の授業の実施内容を表 2 に示す。 
 
表 2 補講日本語 1 担当授業：第 5 課（一コマ 75 分） 
授業の流れ 実施内容 
0 分～10 分 ディクテーション：第 5 課の単語リストから 4 単語 
10 分～25 分 動詞の「テ形」の復習：絵カードを使用 
25 分～45 分 動詞の「タ形」の導入および「～んですか」の練習 
補講日本語 1-1Bにおける実習報告（楊） 
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45 分～65 分 「テ形」を使って「～てください」の練習 





単に考えていたが、実際の解答には、間違いにバリエーションがあった。例を表 3 に示す。 
 
表 3 ディクテーション回答のバリエーション 
模範解答 学習者の解答 
① カメラ カミラ、カナラ 
② コーヒ  ー コヒ、コーッヒ  ー
③ コンビニ コーンビニ 


































表 1 初級日本語 1クラスの概要 
担当コース 補講日本語 1−2B 
担当教員 今井新悟 




・Comprehensive Japanese Course Pack 





表 2 実習の内容 
実習実施日 平成 28年秋学期 12月 1日 








『Comprehensive Japanese Course Pack』の第 5課の SD4の復習と SD5・6を担当した。「んです」と
補講日本語 1-2Bにおける実習報告（孫） 




































表 1 実習クラスの概要 
担当クラス 補講日本語 1-2B 
指導教員 関崎博紀 
実習期間 2016年 10月 7日から 12月 16日 
使用教材 『Situational Functional Japanese Vol.1』（以下、『SFJ』） 




表 2 教壇実習の内容 
 1回目 2回目 
実施日 2016年 11月 11日 2016年 12月 2日 
使用教材 『Situational Functional Japanese Vol.1』 
担当内容 ・『SFJ』第 3課 
 └Conversation Drills-4・5 




 └Structure Drills-7・8 
























































実習授業 補講日本語 1-2B（木曜日 2限） 
担当教員 今井新悟先生 
実習期間 2016年 10月 26日～2016年 12月 15日（10週） 
使用教材 わくわく文法リスニング 
Situational Functional Japanese 1: Notes 




前半の授業では 20 名程度の学習者、後半の授業では 15 名程度の学習者が参
加した 







11月 24日一コマの授業を担当した。授業内容は、SFJ mini lessonの第４課の「場所を聞く」の復
























































クラス 補講日本語 3-2B   
授業期間 秋学期 B モジュール（10 週間）毎週金曜日 2 限目 
受講者 17 人（多国籍） 
使用教材 『わくわく文法リスニング』/SFJ Lesson13-18  
 
表２ 実習の概要 
 １回目 2 回目 
実習日時 2016 年 10 月 21 日（金）2 限目 2016 年 11 月 18 日（金）2 限目 
担当内容 わくわく 52/SDQ クイズ 
SFJ L14NW、SD789 
わくわく 52/ SDQ クイズ 
SFJ L16 NW、SD789 
































































は『Situational Functional Japanese Vol.2 Drills』（以下『SFJ』）という教材を使用していた。教
育実習で筆者が担当していた授業は『SFJ』の Lesson14「忘れ物についての問い合わせ」の Conversation 




 1回目 2回目 
実習日 2016年 10月 25日 2016年 11月 22日 










教具 PPT、財布、紙袋、本、傘 PPT、手書きの地図 
 
３. 教育実習を振り返って 





























































授業期間 平成 28年度秋学期 A・B・Cモジュール 計 15回 
クラス情報 総合日本語 1B 初級クラス 
担当教員 小野正樹先生 
教材 （1）初級日本語 L1−8 （2）SFJ Vol.1 Note 
（3）わくわく文法リスニング （4）テーマで学ぶ基礎日本語 Vol.1 














実習時間 75分 75分 75分 75分 










































































 本実習は、「総合日本語 2B」（担当教員：小野正樹先生）にて秋学期 ABC モジュール（2016 年 10




を対象としている。教科書は文法、会話教材として『Situational Functional Japanese Vol.2（以下
SFJ）』、副教材としてリスニング用に『わくわく文法リスニング』、作文用に『A New Approach to 
Elementary Japanese Vol.2』が指定されている。今回の受講者は 14 人で、多国籍の学生によって構成
されていた。 
２.２ 実習内容 
 今回、教壇実習として 7 回授業を受け持った。各授業の概要を以下の表に示す。 
 
表 実習の概要 
 実施日 主要内容 
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引用表現「～と言っていた」 





1 課につき 5 回分の授業を充てて文法、会話の練習を行う。流れは以下の通りである。 
  1 回目：モデル会話を視聴しその課の学習内容を理解させる、新出文法を確認する 
  2 回目・3 回目：新出文法の練習問題を解く、その文法事項に合ったリスニングを行う 
  4 回目：再度モデル会話を視聴しストーリーテーリングを行う、会話の練習問題を解く 
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総合日本語 7読む書く Bにおける実習報告 









担当コース 総合日本語７読む書く B 
担当教員 木戸光子先生 
実習期間 2016 年 10 月 3 日～2017 年 2 月 8 日 
学習者 8 名 （J7,J8 レベルの日本語上級学習者） 
授業概要 記事要約／文章（新書・文庫）の読解／作文 
① 読解１ 新書「言葉で相手を気遣うかどうか」／②作文１ 読解１をもとに作文／













 ２ 例を用いて一人の立場から書くということを具体的に説明する 




授業の流れ １ 登場人物の特徴と人間関係の確認（学習者に質問をしながら） 
総合日本語７読む書く Bにおける実習報告（山口） 
















































表 1 実習概要 
実習授業・教員 2016年度秋補講・総合漢字 6Bクラス・加納千恵子先生 
対象：漢字 600字〜800字を知っている学生。 
目標：中級漢字 1000字程度の読み書きと総合的な運用力をつける。 
実習期間 2016年 10月 3日(月)から 2017年 2月 6日(月)まで 





























表 2  本実習において添付したボーナス問題の一覧 
Lesson6 
 
地図や見取り図の接尾辞が使われている漢字を探す（レアリアを活用） 
接尾辞を活用して学習者のよく知っている建物の見取り図を書く 
Lesson7 
 
ポスターに使われている副詞的に使われる漢字を探す。（レアリアを活用） 
・書き換え問題・自作のポスター作成 
Lesson8 
 
雑誌の表紙などの様々なメディアに使われている複数の読みがある漢字（レアリアを
活用）複数の読みを絵とともに書く 
Lesson9 ・同訓間違い探し 
・漢字クロスワード 
Lessson10 ・画像を活用した同義語の使い方（レアリアを活用） 
・画像を活用した類義語の使い方（レアリアを活用） 
 
 宿題を回収してから、誰がどのような間違いをしたかポイントを整理し、宿題のフィードバックを行
う際の教案に可能な限り反映させた上で教壇実習を行った。また、最後の教壇実習においては PPTを活
用した点も工夫した点である。教材の作成から授業の方法に至るまで、一貫して学習者の興味関心を引
けるような内容を心がけた。 
 一方、反省点としてあげられるのは、教壇実習においては学習者と可能な限りコミュニケーションを
取りながら行おうと意識していたものの、積極的に発言する学生とばかり話してしまうことが多く、バ
ランスよく全ての学習者とコミュニケーションが取れなかったことである。この点を反省し、今後の授
業における課題として取り組んでいきたいと考えている。 
 
５. おわりに 
 本実習ではボーナス問題の作成や、フィードバックの部分を担当させてもらえたことで、細かく間違
いをチェックし、学習者一人ひとりと向き合うように教案を作成する機会が得られた。その結果様々な
視座を得ることができたと思う。ボーナス問題の作成から授業の進行に至るまで、多くの時間を割いて
ご指導いただいた加納先生と熱心に学習に取り組んでくれた総合漢字６の学生達に感謝の意を表した
い。 
